
 

４．河川における浮遊物質量(ＳＳ)と濁度の関係  

 

（１）濁水の実態調査における関係 

河川などの水域で測定される浮遊物質量(ＳＳ)と濁度の間の関係については、一般的

に相関が高いと言われている。両者に相関性があるので、水の濁りを示す指標として扱

う場合には、測定の容易さから濁度で扱う方が簡単である。 

水中の浮遊物質量(ＳＳ)は、濁水を容器で採取して試験室に持ち帰り、濾紙で濾過し

て残留物を乾燥させ、その重さを量ることによって計測できる。従って、浮遊物質量(Ｓ

Ｓ)の測定には、一度試験室に運搬する手間がかかり、さらに乾燥器と化学天秤などの器

具が必要となる。重量を量るという基本的な作業によるため、容易でばらつきも小さい

が、測定に時間を要し現場ですぐに結果が得られないことが欠点である。 

一方、水の濁度は、濁った水は吸収や散乱によって光の透過を妨げるという簡単な原

理により測定される。光線を濁った水に透過させ、散乱や透過による光量の変化から濁

度を求めることができる。実際には電気的に測定できる機器が市販されており、それを

利用することになる。単位は精製したカオリン１mg/ｌの濁りに相当し、濁度１度ともい

う。このように、濁度計があれば現地での作業が可能であり、かつ短時間に処理できる

ことから、水域の濁りの状況を現地ですぐに把握することが可能となる。 

 以上より、技術手法「7.4.4 調査の手法」解説の末尾に記載しているように、水質監

視が必要な時には濁度を測定しないと、現場での判断が遅れることになる。 

今回、前章の濁水の実態調査時に浮遊物質量(ＳＳ)と濁度を同時に測定した結果があ

るので、その関係について整理した。測定は複数の河川で行っており、それぞれの浮遊

物質量(ＳＳ)と濁度の関係を図－4.1～4.4 に示す。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4.1 浮遊物質量(ＳＳ)と濁度の関係（１） 
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図－4.2 浮遊物質量(ＳＳ)と濁度の関係（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4.3 浮遊物質量(ＳＳ)と濁度の関係（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4.4 浮遊物質量(ＳＳ)と濁度の関係（４） 
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（２）河川における濁度の自動観測値と雨量の関係 

降雨時に河川の水の濁りがどのように追随するかについての降雨と濁度の関係を把握

するため、国土交通省が管理している河川を対象として、水質の自動監視を行っている

観測所の濁度とその観測所直近の雨量データの関係を整理した。 

濁度の自動監視は全国 127 地点で行われている（表－4.1(１)(２)(３)）。このうち、

濁水の実態調査を行った関東地方において、観測所直近で雨量観測が行われている河川

を抽出し、その中から比較的流量が多くて工事中の濁水が排水可能と考えられる河川を

選定した。選定した河川は、表－4.1 に網掛けした久慈川（茨城県）、小貝川（茨城県）、

渡良瀬川（栃木県）、荒川（埼玉県）、利根川（千葉県）、多摩川（東京都）である。また、

検討時期は比較的降雨量が多く、頻度も多かった平成 20 年 6 月とした。 

濁度と雨量の関係を図－4.5 に示す。 

濁度と雨量の関係は、河川により違いがあり、大きく３つのパターンに分けられる。 

・降雨後、直ちに濁度が上昇する（久慈川、小貝川、渡良瀬川、荒川の南畑、多摩川） 

・降雨後、時間が経過してから濃度が上昇する（利根川） 

・降雨に関係なく、濃度が上昇する（荒川の笹目橋） 

これらのパターンは、観測所の集水域の大小、観測所の流域における位置（上流域、

下流域、汽水域など）、降雨の状況（降雨強度や継続時間）、河川周辺の地表面の状態に

よるものと考えられる。 

以上より、降雨後直ちに水の濁りが直接河川に発生するとは必ずしも言えないと考え

られる。
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表－4.1(１) 一般河川における濁度の自動監視観測所 
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表－4.1(2) 一般河川における濁度の自動監視観測所 
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表－4.1(3) 一般河川における濁度の自動監視観測所 

 

 

 

113



 

051
0

1
5

2
0

2
5

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0

雨量（mm/h）

濁度（度）

２
0
0
8
年
6
月
（
日
）

渡
良

瀬
川
（栃

木
県
）足

利
雨

量

濁
度

051
0

1
5

2
0

2
5

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0

雨量（mm/h）

濁度（度）

２
0
0
8
年
6
月
（
日
）

小
貝
川
（
茨

城
県
）
黒

子
橋

雨
量

濁
度

051
0

1
5

2
0

2
5

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0

雨量（mm/h）

濁度（度）

２
0
0
8
年

6
月
（
日
）

久
慈
川

（茨
城
県

）榊
橋

雨
量

濁
度

051
0

1
5

2
0

2
5

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0

雨量（mm/h）

濁度（度）

２
0
0
8
年

6
月
（
日

）

荒
川

（埼
玉
県

）南
畑
・
笹
目
橋

雨
量

濁
度
（
南

畑
）

濁
度
（
笹

目
橋
）

051
0

1
5

2
0

2
5

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0

雨量（mm/h）

濁度（度）

２
0
0
8
年
6
月

（
日
）

多
摩
川
（
東
京
都
）日

野
橋

雨
量

濁
度

051
0

1
5

2
0

2
5

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0

雨量（mm/h）

濁度（度）

２
0
0
8
年
6
月

（
日
）

利
根
川
（
千

葉
県
）
布

川
雨

量

濁
度

                                        

図
－

4
.
5
 

河
川

の
濁

度
と

雨
量

の
関

係

114




